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2013年3月期 決算説明会

2013年5月8日（水）

船井電機株式会社

証券コード ６８３９
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Ⅰ．社長挨拶

1. 経営環境

2. 2013年3月期の概要

3. 2014年3月期の計画

4-1. 成長戦略

4-2. 成長戦略－M&A・アライアンスによる展開加速

4-3. 成長戦略－M&A・アライアンスによる展開加速

4-4. 成長戦略－まとめ
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１．経営環境

●米国 ・・・ 住宅市場の改善などから緩やかな成長

●欧州 ・・・ 債務危機が完全には払拭できず低迷継続

●中国・インド・ブラジル ・・・ 鈍化傾向が顕在化

●日本 ・・・ 安倍政権への政策期待から先行きに明るさ

●ＴＶのコモディティ（日用品）化と米国・中国では画面大型化が進行

●スマホ、タブレットの急成長と、ＡＶ・白物家電・車載機器との融合加速

●先進国は市場成熟化／新興国は成長が見込まれるものの鈍化傾向

●日本市場ではＴＶ、ＢＤレコーダが大幅な落ち込み

景気動向景気動向

業界動向業界動向
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２．2013年3月期の概要

売 上 高 2,290億円 2,050億円 1,920億円

営 業 利 益
40億円

（1.7%）

△25億円

（△1.2%）

△52億円

（△2.7%）

期初計画 修正計画
（12年11月2日発表）

実 績

総括

●当期は歴史的にみて、大手他社同様、販売／採算において厳しい

期であった。

期中平均レート
（対USドル）

80.00円 78.48円 83.32円

マイナス要因

プラス要因

●2014年3月期、2015年3月期の飛躍のための布石は打てた。
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売上：計画比90％達成

採算：下期のパネル価格上昇による採算
悪化と生産調整により最終赤字

売上：計画比114％

採算：自社プリンターの開発費用増加分が
赤字となる

売上：計画比110％達成

採算：下期、ほぼブレイクイーブン

ディスプレイ事業（液晶テレビ）

デジタルメディア事業（DVD・ブルーレイディスク関連製品）

オフィスソリューション事業（プリンター等）

２．2013年3月期の概要② 事業別の振り返り

55

３．2014年3月期の計画

売 上 高 2,461億円 1,920億円 2,020億円

営 業 利 益
4億円

（0.2%）

△52億円

（△2.7%）

2億円

（0.1%）

2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期

実 績 実 績 計 画

期中平均レート
（対USドル）

78.81円 83.32円 96.00円

●既存事業の強化

●PHILIPS と LEXMARKよりM&Aした事業の円滑なる
譲り受けと運営

●タイ、フィリピン新工場の円滑なる立ち上げ

今期の

ポイント
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４-1．成長戦略

新規事業分野

展開

既存事業

強化

成長戦略の３要素成長戦略の３要素

新規市場

展開
3

1

2

1. 既存事業の競争力の強化＆利益率の向上

2. M&Aによる新規事業の展開

3. R&D開発製品の早期事業化

77

既存事業強化

新規市場展開

新規事業分野展開

●業績安定性の向上 ●収益力の強化

●グローバル化の加速

①販路の拡大

②生産拠点の拡大

③グローバル人材の獲得

●パテントポートフォリオの強化

●マーケティング力・デザイン力の向上

４-2．成長戦略 ― M&A・アライアンスによる展開加速

事業取得により、成長戦略とのシナジー効果を発揮

R & D
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４-3．成長戦略 ― M&A・アライアンスによる展開加速

伝統的オーディオ製品 他

スマートフォン対応・ネットワークオーディオ製品

インクジェットプリンタ （中級機）

インクジェットプリンタ （高級機）
＋ サプライ品

（ｲﾝｸｶｰﾄﾘｯｼﾞ）
インクジェット関連技術

及び資産の取得

ライフスタイル

エンターテイメント

事業の取得

PHILIPS社及びLEXMARK社より有力事業を取得

99

４-4．成長戦略 ― まとめ

成長戦略の積極推進により、事業の拡大をめざす

売上の拡大

[百万円] Philips LE
Worldwide 

Inkjet/Laser
Printer 

Worldwide

LED –LIGHT
Worldwide R&D

NewProducts
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Ⅱ．決算概要（連結）

1. 第4四半期（13年1月-3月） 決算概要

2. 通期（2013年3月期）決算概要

3. 機器別売上高

4. DVD関連機器の売上高

5. テレビ関連機器の売上高

6. 仕向地別売上高

7. 営業利益増減要因

8. 財務の状況

9. 棚卸資産

10. 2014年3月期の計画

11. 機器別売上高計画

12. 仕向地別売上高計画

13. 設備投資額・減価償却費・研究開発費
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１．第4四半期（13年1月-3月）決算概要

(△13.9%)(△2.4%)(四半期純利益率)

△52△62△10四半期純利益

(△1.1%)(△2.9%)( 経 常 利 益 率 )

＋8△4△12経 常 利 益

(△7.6%)(△5.8%)( 営 業 利 益 率 )

△10△34△24営 業 利 益

(＋5.4%)

＋23
450427売 上 高

前年同期比
( )は増減率当期実績前期実績

92.56円79.75円期 中 平 均 レ ー ト
（対米国ドル）

77.74円

11年12月

94.05円86.58円82.19円（対米国ドル）

月末レート 13年3月12年12月12年3月

＋30 (※1)

（単位：億円）

△58 (※2)

＋18 (※3)

△ 60(※4)

（※1） 受取利息＋1、為替差益＋29

（※2） 特別損失△8、法人税等他△50

（※3） 為替差損益＋17、その他＋1

（※4） 特別損失増△5、法人税等他増△55
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２．通期（2013年3月期）決算概要

（単位：億円）

94.05円82.19円（対米国ドル）

月末レート 13年3月12年3月

(△4.4%)(△2.8%)(△1.9%)(当期純利益率)

△27△39△85△58△46当期純利益

(△0.2%)(△2.0%)(0.1%)( 経常利益率 )

＋38△4△3△411経 常 利 益

(△2.7%)(△1.2%)(0.2%)( 営業利益率 )

△27△56△52△254営 業 利 益

(93.7%)(△22.0%)

△130△541
1,9202,0502,461売 上 高

計画比
( )は達成率

前期比
( )は増減率当期実績当期計画前期実績

83.32円78.48円78.81円期 中 平 均 レー ト
（対米国ドル）

＋49 (※1)

△82 (※2)

＋52 (※3)

△35 (※4)

＋65 (※5)

△65 (※6)

（※3） 受取利息増＋1、為替差損益＋51

（※4） 特別利益増＋4、特別損失増△19
法人税等他増△20

（※1） 受取利息＋3、支払利息△1、為替差益＋47

（※2） 特別利益＋4、特別損失△26、
法人税等他△51、過年度法人税等△9

（※5） 受取利息増＋1、為替差損益＋64

（※6） 特別利益増＋4、 特別損失増△8、
法人税等他増△52、
過年度法人税等増△9
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３．機器別売上高

326 299 244

300
104 119

1,835

1,647
1,557

前期実績 当期計画 当期実績

1,920億円

2,050億円

DVD関連： 324
T V 関 連：1,323

DVD関連： 358
T V 関 連：1,199

映像機器

情報機器

その他

2,461億円

DVD関連： 626
T V 関 連：1,209

計 画 比 （ ）は達成率

： △ 90億円 （ 94.5％）

： ＋ 15億円 （114.4％）

： △ 55億円 （ 81.6％）

合 計 ： △ 130億円 （ 93.7％）

映像機器

情報機器

その他

DVD関連 ： ＋ 34億円 （ 110.5％）

T V 関 連 ： △ 124億円 （ 90.6％）

： △278億円 （△15.2％）

： △181億円 （△60.1％）

： △ 82億円 （△25.3％）

合 計 ： △ 541億円 （△22.0％）

映像機器

情報機器

その他

前 期 比 （ ）は増減率

DVD関連 ： △ 268億円 （△ 42.8％）

T V 関 連 ： △ 10億円 （△ 0.8％）
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４．ＤＶＤ関連機器の売上高

： △ 8億円 （△ 7.3％）

： ＋ 6億円 （＋22.2％）

合 計 ： △268億円 （△42.8％）

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

その他

： △239億円 （△62.9％）

： △ 27億円 （△24.5％）DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

前 期 比 （ ）は増減率

： ＋ 34億円 （150.7％）

： △ 1億円 （ 97.1％）

合 計 ： ＋ 34億円 （110.5％）

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

その他

： △ 9億円 （ 94.0％）

： ＋ 10億円 （113.7％）DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

計 画 比 （ ）は達成率

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

・DVDプレーヤ、レコーダは堅調に推移

27 34 33

380

150 141

109

67 101

110

73
83

前期実績 当期計画 当期実績

626億円

358億円

DVDﾌﾟﾚｰﾔ関連

DVDﾚｺｰﾀﾞ関連

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

その他

324億円

・ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾌﾟﾚｰﾔは増加したものの、ﾚｺｰﾀﾞは

日本での需要低迷の影響により大きく減少
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５．テレビ関連機器の売上高

： △ 10億円 （△ 0.8%）液晶テレビ

前 期 比

・メキシコが伸長し、日本の減少をカバー

・北米は横ばい

1,199
1,3231,209

前期実績 当期計画 当期実績

1,199億円1,209億円

液晶テレビ

（ ）は増減率

計 画 比 （ ）は達成率

1,323億円

： △ 124億円 （ 90.6%）液晶テレビ

・北米が未達
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６．仕向地別売上高

・Philipsのｱｸｾｻﾘｰ製品の売上寄与があったものの
DVD関連製品、情報機器が減少

・ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸﾚｺｰﾀﾞ、液晶テレビ、受信関連用
電子機器がそれぞれ減少

日 本

北 米

： △ 15億円 （△ 8.3%）

： △454億円 （△55.9%）

合 計 ： △541億円 （△22.0%）

1,341

1,333

359372

813
166169

181

6246

126

1,463

前期実績 当期計画 当期実績

1,920億円

アジア他

日 本

： △ 8億円 （△ 0.6%）北 米

： △ 64億円 （△50.8%）欧 州

2,461億円

前 期 比

(55%)

(5%)

(7%)

(33%)

(69%)

(3%)
(9%)

(19%)

北 米

欧 州

アジア他

日 本

2,050億円

(72%)

(2%)
(8%)

(18%)

（ ）は増減率

： △ 3億円 （ 98.2%）

： △ 13億円 （ 96.5%）

合 計 ： △130億円 （ 93.7%）

アジア他

日 本

： △130億円 （ 91.1%）北 米

： ＋ 16 億円 （134.8%）欧 州

計 画 比 （ ）は達成率

・液晶テレビが未達

北 米

17

７．営業利益増減要因

＊ 付加価値＝売上－（売上原価＋販売費）

4

△43

△28

＋15

△52

付加価値率
低下

営業利益

売上減少
による減益

当期実績前期実績

（単位：億円）

△25

△11

△29

＋13

△52
付加価値率

低下

一般
管理費減

営業利益

営業利益

売上減少
による減益

当期実績当期計画

【 前 期 比 】 【 計 画 比 】

一般
管理費減

営業利益
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８．財務の状況

負債の状況

純資産の状況

（自己資本比率 61.7%）

前 期 比

・仕入債務

・未払金他

＋204億円

＋ 95億円

＋ 109億円

△ 25億円

392 380

339 438 556
322

351 331

615
678

379

726

1,945

資
産
の
状
況

負
債
・
純
資
産
の
状
況

1,796

現金預金

売上債権

棚卸資産

固定資産他

純資産

（単位：億円）

1,766

292 391
232 273

341

1,238 1,231
1,213

296

1,796
1,945

2012/12
（当期3Q）

2012/3
（前期末）

2013/3
（当期末）

1,766

仕入債務

未払金他

・現金預金

・売上債権

・棚卸資産

・固定資産他

資産の状況 ＋179億円

△ 48億円

＋ 9億円

＋ 217億円

＋ 1億円

19

９．棚卸資産

在庫回転
月数

3.7ヶ月2.4ヶ月 2.3ヶ月

116 97

211

223

341

345

2012/3 2012/12 2013/3

556億円

（当期3Q） （当期末）（前期末）

339億円

438億円

： ＋122億円

： ＋ 95億円

製 品

部品仕掛品等

前 期 比
製 品

部品仕掛品等
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10．2014年3月期の計画

通 期下 期上 期

＋29

＋33

＋14

（＋7.9％）

＋70

+56

△25

+40

（＋3.0％）

＋31

(0.1%)

1

(0.2%)

2

(0.2%)

2

1,060

下 期

(△4.5%)

△85

(△0.2%)

△3

(△2.7%)

△52

1,920

通 期

(0.0%)

1

(0.2%)

5

(0.1%)

2

2,020

通 期上 期下 期上 期

(0.0%)(△5.4%)(△3.4%)(当期純利益率)

+860△55△29当期純利益

(0.3%)(2.6%)(△3.4%)(経常利益率)

+8327△30経 常 利 益

(0.0%)(△3.7%)(△1.6%)(営業利益率)

+540△38△14営 業 利 益

（＋5.2％）

＋1009601,029890売 上 高

実績比増減
（ ）は増減率2014年3月期 計画2013年3月期 実績

83.32円 96.00円87.67円78.96円期 中 平 均 レ ー ト
（対米国ドル）

（単位：億円）
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11．機器別売上高計画

326

244
291

2012.3 2013.3 2014.3

626

358 326

2012.3 2013.3 2014.3

300

119 142

2012.3 2013.3 2014.3

情報機器 その他

1,209 1,199 1,261

2012.3 2013.3 2014.3

テレビ関連機器

（計画） （計画）

（計画）

DVD関連機器

（計画）

326 244 291

300

119
142

1,209

1,199
1,261

626

358
326

2012.3 2013.3 2014.3
（計画）

2,461
【2013.3期比】
△8.9％

【減収要因】
・DVDﾌﾟﾚｰﾔ、ﾚｺｰﾀﾞ

【2013.3期比】
＋5.2％

【増収要因】
・メキシコの伸長

【2013.3期比】
＋19.3％

【増収要因】
・ﾚｰｻﾞｰﾋﾞｰﾑﾌﾟﾘﾝﾀｰ

【2013.3期比】
＋19.3％

【増収要因】
・北米向けｱｸｾｻﾘｰ製品

（単位：億円）

1,920
2,020
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12．仕向地別売上高計画

813

359 316

2012.3 2013.3 2014.3

126

62

90

2012.3 2013.3 2014.3

181 166

246

2012.3 2013.3 2014.3

アジア他 日本

1,341 1,333 1,368

2012.3 2013.3 2014.3

北米

（計画） （計画）

（計画）

欧州

（計画）

813

359 316

181

166 246

126

62
90

1,341

1,333
1,368

2012.3 2013.3 2014.3
（計画）

2,461
【2013.3期比】
＋2.6％

【増収要因】
・北米向けｱｸｾｻﾘｰ製品

【2013.3期比】
＋45.2％

【増収要因】
・ﾚｰｻﾞｰﾋﾞｰﾑﾌﾟﾘﾝﾀｰ
・液晶テレビ

【2013.3期比】
＋48.2％

【増収要因】
・液晶テレビ

【2013.3期比】
△12.0％

【減収要因】
・DVD関連製品

・受信関連用電子
機器

（単位：億円）

1,920
2,020
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13．設備投資額・減価償却費・研究開発費

（単位：億円）

設備投資額 減価償却費 研究開発費

40
53 56

2012.3 2013.3 2014.3

49
40

61

2012.3 2013.3 2014.3

105
93

103

2012.3 2013.3 2014.3
（計画） （計画） （計画）

【2013.3期比】
+5.7％

【2013.3期比】
+10.8％

【2013.3期比】
+52.5％
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Ⅲ．補足資料①
（第4四半期（1-3月）決算概要）

1. 機器別売上高

2. 映像機器の売上高

3. 仕向地別売上高

25

１．機器別売上高

： ＋ 22億円 （＋ 6.8%）

： △ 5億円 （△10.2%）

： ＋ 6億円 （＋11.1%）

合 計 ： ＋ 23億円 （＋ 5.4%）54 60

49 44

324
346

前期実績 当期実績

450億円

映像機器

情報機器

その他

前 期 比

427億円

DVD関連： 81 
T V 関 連：265DVD関連：105

T V 関 連：219
DVD関連 ： △ 24億円 （△22.9%）

T V 関 連 ： ＋ 46億円 （＋21.0%）

(1-3月) (1-3月)

映像機器

情報機器

その他
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２．映像機器の売上高

219

265

66

34

16

22

18

19

65

前期実績 当期実績

81億円

105億円

(1-3月) (1-3月)

265億円

219億円

前期実績

(1-3月)

当期実績

(1-3月)

DVDﾌﾟﾚｰﾔ
関連

DVDﾚｺｰﾀﾞ

関連

ﾌﾞﾙｰﾚｲﾃﾞｨｽｸ

その他

液晶テレビ

DVD関連機器 テレビ関連機器

27

３．仕向地別売上高

： ＋ 30億円 （＋69.8%）

： △ 35億円 （△27.3%）

合 計 ： ＋ 23億円 （＋ 5.4%）93
128

73
43

1618

238
268

前期実績 当期実績

450億円

アジア他

日 本

： ＋ 30億円 （＋12.6%）北 米

： △ 2億円 （△11.1%）欧 州

427億円

前 期 比

(56%)

(4%)
(10%)

(30%)

(1-3月) (1-3月)

(60%)

(3%)

(16%)

(21%)

北 米

欧 州

アジア他

日 本
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Ⅳ．補足資料②

1. 四半期別決算概要

2. 機器別売上高の推移（四半期）

3. 仕向地別売上高の推移（四半期）

29

１．四半期別決算概要

（△4.6％）

△18

(△5.1%)

△20

(△2.4%)

△9

400

1Q

（△3.6％）

△23

（0.1％）

0

（0.5％）

3

656

1Q

（1.2％)

6

（5.5％)

32

（△0.7％)

△3

580

3Q

(△2.4%)

△10

(△2.9%)

△12

(△5.8%)

△24

427

4Q

(△13.9%)

△62

(△1.1%)

△4

(△7.6%)

△34

450

4Q2Q3Q2Q

（△2.3％）（△1.0％）（△0.9％）(四半期純利益率)

△11△5△6四半期純利益

(△2.0%)（1.4％）（0.6％）(経常利益率)

△1084経 常 利 益

(△1.0%)（1.3％）（2.4％）(営業利益率)

△5817営 業 利 益

490628750売 上 高

2013年3月期2012年3月期

（単位：億円）
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２．機器別売上高の推移（四半期）

108

87

277

184

105

95

379

171

59
69

334

166

54
49

219

105

53
26

240

81

51
15

354

70

80
34

340

126

60
44

265

81

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

（億円）

(11/6)

656

(11/9)

750

(11/12)

628

427

(12/3) (12/6)

400

テレビ関連機器 情報機器 その他DVD関連機器

(12/9)

490

580

(12/12) (13/3)

450

31

３．仕向地別売上高の推移（四半期）

298

390

238 268

9390128
160

10274

248277
73

39
43

26 29
38

48
51

16
19

1215

18
39

39
30

269
375

421

415

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

628
580

(73%)

(3%)
(6%)

(18%)

(62%)

(6%)
(6%)

(26%)

656

400(45%)

(5%)
(8%)

(42%)

(67%)

(4%)
(7%)

(22%)

(77%)

(2%)
(6%)

(15%)

(55%)

(5%)

(7%)

(33%)

750

490
427

(56%)

(4%)
(10%)

(30%)

欧州 アジア他 日本北米

（億円）

(11/6) (11/9) (11/12) (12/3) (12/6) (12/9) (12/12) (13/3)

450

(60%)

(3%)
(16%)

(21%)
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注意事項

本資料には、歴史的事実ではない将来の業績に関する予想及び見通しについて

の記載が含まれています。

これらの記載は、映像機器及び情報機器をはじめとする当社及び当社グループ

会社の事業に関連する業界動向、国内外の経済状況並びに為替レートの変動そ

の他の業績に影響を与える可能性のある要因について、現時点で把握可能な情

報をもとにした仮定及び見通しを前提としています。

したがって、実際の業績は、エレクトロニクス業界における競争状況、市場動向、

為替動向、新製品の導入及びその成否、税制や諸制度に関する世界的な状況を

含む多くの不確実な要因の影響を受け、本記載の予想及び見通しとは大きく異な

る場合がありますのでご承知おきください｡


